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（１）内訳書の提出範囲
　　予定価格130万円を超える工事及び修繕（建設コンサルタント等の全ての委託業務及び随意契約は除く）

（２）内訳書の記載方法
　　入札情報サービスに、積算体系のレベル２相当の工種等までが予め記載された内訳書を、仕様書等と一緒に掲載しますので、会社名等及び各項目ごとの金額のみをご入力ください。なお、「工事価格」は入札書記載金額と同額になるように作成してください。
　　内訳書に金額を入力した後は、内訳書のエクセルファイルを、パソコンのデスクトップ等に保存してください。（保存する際は、エクセルファイルで保存してください。PDFファイルは不可。）

（３）内訳書の提出方法
電子入札システムで入札書を提出する際に、パソコンのデスクトップ等に保存した内訳書ファイルを一緒に添付してください。

※内訳書ファイルの電子入札に添付する方法については、別添ファイル「内訳書の添付方法」をご参照ください。

　　※紙入札による入札の場合は、入札書と一緒に封筒に入れてご提出ください。

※１回目の入札で不落となり、直ちに行う再入札の場合は、内訳書の提出は不要です。

　

（４）提出された内訳書の取扱い
　①内訳書の提出について、以下に該当する場合は、応札が無効となります。

    

　

　

②一旦提出された内訳書の書き換え、引き換え又は撤回をすることはできません。

　③提出された内訳書は返却しません。

　④提出された内訳書は公正取引委員会等へ提出する場合があります。
宮崎市及び宮崎市上下水道局発注工事の入札時における


工事費内訳書（以下、「内訳書」と記載）の提出方法





・内訳書が提出されていない。 　


・提出された内訳書が白紙である。


・会社名の明らかな誤り又は未記載である。


・明らかに別工事の内訳書と判断される。


（特に同日に入札がある別案件のものを誤って送付しているケースが多い。）


・工種又は金額が未記載である。


・内訳書の合計金額が入札金額と大幅に異なる。


・内訳書の合計金額が入札金額を下回っている。








